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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
接続されたライトガイドの入射端面に、主光源からの照明光を入射させる内視鏡用光源装
置であって、
　前記ライトガイドの入射端面と主光源との間の光源光路を遮断する位置に配置された、
異なる開口率の複数の絞り開口および最大開口率の補助灯絞り開口が同一円周上に所定間
隔で形成され、いずれかの絞り開口が前記光源光路内に進出して前記入射端面に入射する
光量を規制する回転絞り円板と、
　この回転絞り板を回転させる回動部材と、
　前記回転絞り板と前記主光源との間の前記光源光路内に進退自在に形成された、前記主
光源よりも発光光量が少ない補助灯と、
　前記回転絞り円板に設けられた、前記補助灯絞り開口に関連した第１検知部および他の
各絞り開口に関連した複数の第２検知部と、
　前記補助灯絞り開口以外の特定の絞り開口が前記光源光路内に位置するときに前記第１
検知部を検知する第１センサと、
　前記補助灯絞り開口が前記光源光路内に位置するときには前記第１検知部を検知し、他
の絞り開口が前記光源光路内に位置するときは前記第２検知部を検知する第２センサと、
　前記回動部材により前記回転絞り板を一方向または他方向に回転させて、前記１センサ
または第２センサの検知状態に基づいて前記回動部材を停止させる制御手段を備え、
　該制御手段は、前記補助灯を前記光源光路内に進出させていないときは、前記第２セン
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サが前記第１検知部を検知しているときには前記回動部材を停止させないこと、を特徴と
する内視鏡用光源装置。
【請求項２】
　請求項１記載の内視鏡用光源装置は、前記補助灯を、前記光源光路内とこの光源光路外
に移動させる補助灯移動機構とを備え、前記制御手段は、前記補助灯移動機構を駆動して
該補助灯を前記光源光路内に進出させたときは、前記回動部材を駆動して、前記第２セン
サが前記第１検知部を検知しているときに前記回動部材を停止させる内視鏡用光源装置。
【請求項３】
請求項１または２記載の内視鏡用光源装置において、前記回動部材は、前記回転絞り円板
を所定角度単位でステップ回転させるステッピングモータであって、前記第２検知部は前
記第１センサおよび前記第２センサにより前記回転絞り円板が第１のステップ数駆動され
る間検知され、前記第１検知部は前記第１センサおよび第２センサにより、前記第１のス
テップ数よりも大なる第２のステップ数前記回転絞り円板がステップ回転される間検知さ
れる長さである内視鏡用光源装置。
【請求項４】
請求項３記載の内視鏡用光源装置において、前記制御手段は、前記第２センサが第１のス
テップ数を超えたステップ駆動する間検知穴を検知していることにより前記第１検知部を
検知していることを識別する内視鏡用光源装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡、電子内視鏡等に適した内視鏡用光源装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年の電子内視鏡装置は、照明用の光源装置を内蔵したプロセッサに、先端部に電子カ
メラが搭載された電子スコープ、光学部材によってのみ観察するファイバースコープを接
続して使用される。特に電子スコープは、観察する種々の部位に適した細さ、機能を備え
るように種々形成され、使用されている。このような種々の電子スコープおよびファイバ
ースコープの接続を可能にしたプロセッサでは、光源装置も種々の電子スコープおよびフ
ァイバースコープとの互換性を保つ必要がある。そのため従来の光源装置は、観察に必要
な照明光量が最も多い電子スコープに必要な光量を供給できるように光源装置が形成され
ている。
【０００３】
　光源装置は、高輝度ランプで発光された照明光を、集光レンズによって、スコープのラ
イトガイド、通常はオプティカルファイバーバンドルの入射端面に入射させる構成である
。照明光量は電子スコープの種類によって異なり、観察部位によっても変わるので、光源
装置には光量を機械的に調整する絞り装置が搭載されている。絞り装置として、光源ラン
プからの出射光を全て遮断できる大きさを有し、一部切欠き部が形成された先端部とアー
ム部とが一体となった絞りと、アーム部の先端に機械的に接続されたモータとで構成され
た装置が知られており、モータが回転することにより、絞りがアーム部の先端を軸として
回転し、照明光量の調整が行われる（特許文献１）。また、円板状の遮光板に異なる開口
率または透過率（以下「開口率」という）の絞り開口を同心円状に所定間隔で複数設け、
その絞り開口を択一的に光源装置とライトガイドの入射端面との間（光源光路内）に位置
させて入射端面に入射する光量を規制する回転絞り板も考えられる。そうしてこの回転絞
り板は、接続されたスコープに応じた開口率または透過率の絞り開口が光源光路内に位置
するように回転させて、その位置に保持して使用される。
【特許文献１】特開２００３‐３０５００８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００４】
　回転絞り板の絞り開口を設定する手段として、回転絞り板の回転量を初期位置から測定
して制御する相対回転量測定によるオープン制御がある。かかる場合、回転絞り板が振動
や衝撃で位置ずれを生じ誤差を生じやすい、という問題が考えられる。
【０００５】
　また、内視鏡用光源装置は、主光源の障害に備えて、主光源よりも光量の少ない補助光
源（補助灯）を備えるのが一般的である。補助光源は主光源よりも光量が少ないため、回
転絞り板には開放状態（開口率、透過率１００パーセント）の絞り開口が設けられ、補助
光源を使用する場合はその開放状態の絞り開口を光源光路内に位置させる。一方、主光源
は光量が多いため、開口率の小さい絞り開口を、スコープの種別に応じて使用する。その
ため、主光源を使用した通常使用状態において、そのスコープで許容されている開口率ま
たは透過率よりも高い開口率または透過率の絞り開口、特に開放状態の絞り開口が光源光
路内に位置した状態で使用されると、内視鏡先端部が過熱するおそれがある。
【０００６】
　本発明は、かかる従来の内視鏡用光源装置の問題に鑑みてなされたものであって、通常
使用において開放状態の絞りが設定されるのを防止できる内視鏡用光源装置を提供するこ
とを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　かかる目的を達成する本発明は、接続されたライトガイドの入射端面に、主光源からの
照明光を入射させる内視鏡用光源装置であって、前記ライトガイドの入射端面と主光源と
の間の光源光路を遮断する位置に配置された、異なる開口率の複数の絞り開口および最大
開口率の補助灯絞り開口が同一円周上に所定間隔で形成され、いずれかの絞り開口が前記
光源光路内に進出して前記入射端面に入射する光量を規制する回転絞り円板と、この回転
絞り板を回転させる回動部材と、前記回転絞り板と前記主光源との間の前記光源光路内に
進退自在に形成された、前記主光源よりも発光光量が少ない補助灯と、前記回転絞り円板
に設けられた、前記補助灯絞り開口に関連した第１検知部および他の各絞り開口に関連し
た複数の第２検知部と、前記補助灯絞り開口以外の特定の絞り開口が前記光源光路内に位
置するときに前記第１検知部を検知する第１センサと、前記補助灯絞り開口が前記光源光
路内に位置するときには前記第１検知部を検知し、他の絞り開口が前記光源光路内に位置
するときは前記第２検知部を検知する第２センサと、前記回動部材により前記回転絞り板
を一方向または他方向に回転させて、前記１センサまたは第２センサの検知状態に基づい
て前記回動部材を停止させる制御手段を備え、該制御手段は、前記補助灯を前記光源光路
内に進出させていないときは、前記第２センサが前記第１検知部を検知しているときには
前記回動部材を停止させないことに特徴を有する。
【０００８】
　より実際的には、前記補助灯を、前記光源光路内とこの光源光路外に移動させる補助灯
移動機構とを備え、前記制御手段は、前記補助灯移動機構を駆動して該補助灯を前記光源
光路内に進出させたときは、前記回動部材を駆動して、前記第２センサが前記第１検知部
を検知しているときに前記回動部材を停止させる。
【０００９】
　前記回動部材は、前記回転絞り円板を所定角度単位でステップ回転させるステッピング
モータであって、前記第２検知部は前記第１センサおよび前記第２センサにより前記回転
絞り円板が第１のステップ数駆動される間検知され、前記第１検知部は前記第１センサお
よび第２センサにより、前記第１のステップ数よりも大なる第２のステップ数前記回転絞
り円板がステップ回転される間検知される長さとする。
【００１０】
　前記制御手段は、前記第２センサが第１のステップ数を超えたステップ駆動する間検知
穴を検知していることにより前記第１検知部を検知していることを識別する構成にする。
【発明の効果】
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【００１１】
　このように本発明によれば、回転位置に応じて開口率の異なる絞り開口を光源光路内に
位置させる内視鏡用光源装置において、通常使用時において最大開口率である補助灯絞り
開口が誤って光源光路内に位置することが無い。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、添付図面を参照して発明の実施形態について説明する。図１は、本発明を適用し
た内視鏡用光源装置を内蔵した内視鏡用のプロセッサの正面図、図２は図１の切断線II-I
Iに沿って切断してプロセッサ内部の主要部品を示す平面図である。
【００１３】
　プロセッサ１０の正面には、電子スコープのコネクタを差し込むスコープ差し込み口１
１、差し込まれたコネクタが抜けないようにロックするスコープロックレバー１２を備え
ている。スコープ差し込み口１１は、電子スコープのコネクタの信号ピン等を接続するた
めのコネクタであって、このスコープ差し込み口１１の下方に、電子スコープ、ファイバ
ースコープのライトガイドコネクタが接続されるライトガイド差し込み口１３が設けられ
ている。
【００１４】
　さらに、プロセッサ１０の正面には、スコープ差し込み口１１の横位置に、操作パネル
１４が設けられていて、この操作パネル１４にランプスイッチ１６や、画質調整スイッチ
（画質調整釦）１７、明るさ調整スイッチ１９などの操作スイッチ、およびスコープ情報
表示部２０が設けられている。さらに操作パネル１４の下方位置には、着脱自在なメモリ
ーカードを装着するためのメモリーカードスロット２１およびメインスイッチ１５が設け
られている。
【００１５】
　プロセッサ１０の内部には、ライトガイド差し込み口１３の奥の位置に、回転絞り板５
０が配置されている。この回転絞り板５０は、円板の円周方向に複数の異なる開口率の絞
り開口が設けられていて、絞り板駆動モータ２２によっていずれかの絞り開口が、ライト
ガイド差し込み口１３から差し込まれた、ライトガイド１１３の入射端面１１３ａと対向
するように回転駆動される。回転絞り板５０を挟んで入射端面１１３ａとは反対位置に集
光レンズＬが配置され、さらに集光レンズＬの後方に主ランプ光源２３が配置されている
。主ランプ光源２３は高輝度のランプ３５を内蔵していて、ランプ３５から発せられた照
明光は、集光レンズＬで集束され、回転絞り板５０のいずれかの絞り開口を透過した光束
が入射端面１１３ａに入射する。なお、ライトガイド１１３の入射端面１１３ａ近傍部は
、金属製のライトガイドスリーブ１１４内に固定されている。
【００１６】
　プロセッサ１０内部にはさらに、主ランプ光源２３を点灯させるイグナイタ２５を備え
たランプ電源２４が配置され、プロセッサ１０の背面パネルにはランプ電源２４を冷却す
るための冷却ファン２６が設けられている。
【００１７】
　プロセッサ１０内部において、メモリーカードスロット２１の近傍にはメモリーカード
スロット２１に挿入されたメモリーカードと電気的に接続され、メモリーカードの読み書
きを制御する、例えばメモリーカードに書き込まれた情報を読み出し、あるいはプロセッ
サ１０で処理された画像情報等の情報をメモリーカードに書き込む際のインターフェース
回路となるメモリーカード基板２７が設けられている。さらにプロセッサ１０内には、こ
のメモリーカード基板２７、絞り板駆動モータ２２の制御などプロセッサ１０全体の動作
を制御する制御回路、コネクタがスコープ差し込み口１１に差し込まれた電子スコープの
記憶素子（メモリ）から記憶情報を読み出し、電子スコープの撮像素子を駆動し、駆動し
て得た映像信号を処理して、モニタディスプレイ等に表示する画像処理回路等が搭載され
た制御基板２８が搭載されている。制御基板２８において処理された映像信号は、バック
パネル基板２９に搭載された映像コネクタ（不図示）等から出力され、映像コネクタ等に



(5) JP 4895675 B2 2012.3.14

10

20

30

40

50

接続されたモニタディスプレイ（不図示）に所定の映像が映し出される。
【００１８】
　図３には、プロセッサ１０の回路構成の主要部をブロックで記載した。スコープ差し込
み口１１内には、スコープインターフェース３１が設けられている。スコープインターフ
ェース３１には、電子スコープに搭載されたメモリに書き込まれた情報を読み込む情報コ
ネクタ、ＣＣＤ等の撮像素子を駆動するクロックを送信し、撮像素子から出力された映像
信号を入力する映像コネクタなど複数のコネクタが設けられている。各コネクタは、制御
基板２８に設けられた制御回路４１の端子等の対応する端子に接続されている。
【００１９】
　スコープロックスイッチ３２は、スコープロックレバー１２がロック状態に回動された
ことを検知する検知スイッチである。スコープロックスイッチ３２の状態信号は、制御回
路４１に入力される。
【００２０】
　回転絞り板５０を回動駆動する絞り板駆動モータ２２は、制御回路４１によって駆動制
御される。そうして回転絞り板５０のいずれかの絞り開口が光源光路内に位置している否
かが、第１、第２センサとしての初期位置センサ３３ａ、絞り位置センサ３３ｂによって
検知され、検知信号が制御回路４１に入力される。
【００２１】
　主ランプ光源２３は、制御回路４１の制御下でオン／オフするランプ電源２４のイグナ
イタ２５によって点灯される。また主ランプ光源２３には、ランプ冷却用のファン２３ｂ
が備えられていて、このファン２３ｂは、制御回路４１によって駆動制御される。主ラン
プ光源２３を点灯駆動するイグナイタ２５は、ＡＣ入力３７、通常は商用交流を電源とす
るランプ電源２４によって駆動される。
【００２２】
　ＡＣ入力３７は、制御回路４１等の電子回路を駆動する定電圧を出力するシステム電源
３８にも入力されている。制御回路４１は、メインスイッチ１５がオンになったときにシ
ステム電源３８から定電圧供給を受けて起動し、ランプスイッチ１６がオンになったとき
に、ランプオン信号をランプ電源２４に送信し、イグナイタ２５を介して主ランプ光源２
３を点灯させる。
【００２３】
　制御回路４１は、スコープインターフェース３１を介して電子スコープのメモリから絞
りに関する情報を読み込み、照明光量調整時の回転絞り板５０の上限開口率を選択する。
【００２４】
　また、制御回路４１は、スコープインターフェース３１を介して電子スコープの撮像素
子を駆動して撮像素子から画像信号を入力する撮像処理を実行する。そうして制御回路４
１は、所定の画像信号処理を施して、モニタテレビ４３に映し出し、あるいはメモリーカ
ード基板２７を介してメモリーカード４２に画像信号を書き込む。なおこの実施形態にお
いて、メインスイッチ１５がオンされて起動すると、制御回路４１が撮像処理を実行する
構成としたが、制御回路４１に代わって撮像処理を実行する画像処理回路を設けることが
好ましい。
【００２５】
　また、制御回路４１にはＩ／Ｆ回路３９を介してキーボード等の入力手段が接続されて
いて、内視鏡検査に必要な個別情報等をキーボード等によって入力可能な構成とされる。
【００２６】
　図４は図３のプロセッサに接続可能な電子スコープの主要部の概要を示す図である。こ
の電子スコープ１００は、可撓性の挿入部１０１と操作部１０２を有し、操作部１０２か
ら延びたユニバーサルチューブ１０３の先端にコネクタ１０４を備えている。可撓性の挿
入部１０１先端部には撮像素子としてのＣＣＤセンサ１０５と照明光用の配光レンズＬ１
が配置されている。ＣＣＤセンサ１０５は、挿入部１０１内を引き回された映像ライン１
０６を介して、操作部１０２内に設けられたＣＣＤ駆動回路１０７に接続されている。Ｃ
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ＣＤ駆動回路１０７はさらに、操作部１０２、ユニバーサルチューブ１０３内を引き回さ
れた映像ライン１０８を介して、コネクタ１０４内に設けられた信号ピンに接続されてい
る。
【００２７】
　さらに操作部１０２内には、この電子スコープ１００のタイプなどの情報を記憶した記
憶素子であるＥＥＰＲＯＭ１０９が搭載され、ＥＥＰＲＯＭ１０９の入出力端子に接続さ
れた読み書きライン１１０がコネクタ１０４内の信号ピンに接続されている。さらに操作
部１０２内には、動画撮影、静止画撮影などの操作をする機能釦１１１が設けられていて
、機能釦１１１の接点に接続されたスイッチライン１１２が、コネクタ１０４内の信号ピ
ンに接続されている。
【００２８】
　挿入部１０１先端部において、配光レンズＬ１の後方には、ライトガイド１１３の射出
端面１１３ｂが配置されている。ライトガイド１１３は、挿入部１０１、操作部１０２、
ユニバーサルチューブ１０３を経てコネクタ１０４に導かれ、さらにコネクタ１０４内か
ら突出するライトガイドスリーブ１１４内に挿入固定されている。ライトガイドスリーブ
１１４の開放端面にライトガイド１１３の入射端面１１３ａが臨んでいる。
【００２９】
　この電子スコープ１００に搭載されたＥＥＰＲＯＭ１０９には、少なくともスコープの
タイプを識別する情報（種別情報）が書き込まれている。この実施形態では、スコープの
タイプとして、最大照明光量、つまりライトガイド１１３から出射させてもよい最大光量
を段階的に複数のグループに分類してある。
【００３０】
　図５はプロセッサ１０の内視鏡用光源装置付近の様子を説明する図である。図５におい
て、ライトガイド差し込み口１３から差し込まれたライトガイドスリーブ１１４（ライト
ガイド１１３）の入射端面１１３ａと、主ランプ光源２３との間の光源光路２３ａ内に集
光レンズＬが配置され、さらに入射端面１１３ａと集光レンズＬとの間の光源光路２３ａ
内に、回転絞り板５０が配置されている。入射端面１１３ａは通常、主ランプ光源２３の
ランプ３５および集光レンズＬの照明光軸Ｏと直交するように、かつ集光レンズＬの焦点
Ｆから遠方にずれた位置に配置される。ランプ３５から射出された略平行な照明光は、集
光レンズＬによって焦点Ｆに向かって集束され、回転絞り板５０を透過して焦点Ｆに集束
され、その後拡散して入射端面１１３ａに入射する。入射端面１１３ａから入射した照明
光束は、ライトガイド１１３内を導かれ、体内挿入部１０１先端部に配置されたライトガ
イド１１３の射出端面１１３ｂ（図４）から射出し、配光レンズＬ１を透過して拡散し、
被写体を照明する。
【００３１】
　図６乃至図９は、同内視鏡用光源装置の絞り板の実施形態である回転絞り板５０を示す
正面図である。図６において、回転絞り板５０は、アルミ製の円板５０ａからなり、円板
５０ａの中心が回転中心５０ｂとなり、絞り板駆動モータ２２の回転軸に固定されている
。この円板５０ａには、回転中心５０ｂを中心とした円周上に所定間隔（中心角３０度間
隔）で１２個の開口、この実施形態では第１絞り開口５１ａ乃至第１１絞り開口５１ｋお
よび補助灯絞り開口５３が形成されている。第１絞り開口５１ａは開口率（透過率）７０
パーセントであり、図６において第１絞り開口５１ａから右回り（時計方向）に、開口率
が段階的に小さく設定されている。第２絞り開口５１ｂ乃至第１１絞り開口５１ｋの開口
率はそれぞれ、５０パーセント、３５パーセント、２５パーセント、１８パーセント、１
３パーセント、９パーセント、７パーセント、５パーセント、３．５パーセント、２パー
セントである。ただし、補助灯絞り開口５３は開口率１００パーセントである。この実施
形態では、開口率３５パーセントの第３絞り開口５１ｃを初期位置で設定される絞り開口
としてある。
【００３２】
　回転絞り板５０は、回転中心５０ｂが光源光路２３ａの外に位置し、第１絞り開口５１
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ａ乃至第１１絞り開口５１ｋおよび補助灯絞り開口５３が光源光路２３ａを横断するよう
に配置される。
【００３３】
　回転絞り板５０には、各絞り開口５１ａ乃至５１ｋに関連させて、いずれかの絞り開口
５１ａ乃至５１ｋが光源光路２３ａ内に位置することを検知するための絞り位置検知穴５
５が開けられている。この実施形態では、各絞り開口５１ａ乃至５１ｅ、５１ｇ乃至５１
ｋおよび補助灯絞り開口５３より放射方向外方に長方形の開口として形成されている。
【００３４】
　さらに回転絞り板５０には、補助灯絞り開口５３が光源光路２３ａ内に位置することを
検知する補助灯絞り開口検知穴（切欠）５４が、絞り開口５１ｆの外方に設けられている
。この補助灯絞り開口検知穴５４は、前記絞り位置検知穴５５が配置された円の接線方向
に、接線方向長が絞り位置検知穴５５よりも長く形成されている。なお、これらの絞り位
置検知穴５５および補助灯絞り開口検知穴５４では各辺を、直線状かつ長辺の垂直二等分
線が回転絞り板５０の回転中心５０ｂを通るように形成してあるが、長辺は回転中心５０
ｂを中心とした円弧状に形成してもよい。
【００３５】
　この内視鏡用光源装置には、回転絞り板５０が初期回転位置にあることを検知する第１
センサとしての初期位置センサ３３ａおよびいずれかの絞り開口５１ａ乃至５１ｋおよび
補助灯絞り開口検知穴５４が光源光路２３ａ内に位置することを検知する第２センサとし
ての絞り位置センサ３３ｂが設けられている。初期位置センサ３３ａおよび絞り位置セン
サ３３ｂは、例えばフォトカプラであって、絞り位置センサ３３ｂは、回転絞り板５０の
いずれかの絞り開口５１ａ乃至５１ｋ、または／補助灯絞り開口５３が光源光路２３ａ内
に位置する位置で停止しているときにいずれかの絞り位置検知穴５５または補助灯絞り開
口検知穴５４が絞り位置センサ３３ｂ（フォトカプラ）の光路を開放する。絞り開口５１
ｃが光源光路２３ａ内に位置するときには、補助灯絞り開口検知穴５４が初期位置センサ
３３ａの光路を開放すると同時に、絞り位置検知穴５５が絞り位置センサ３３ｂの光路を
開放する。図示実施例では、絞り位置検知穴５５と補助灯絞り開口検知穴５４を回転中心
５０ｂから略等距離に形成してあるので、絞り位置センサ３３ｂによってこれらの絞り位
置検知穴５５および補助灯絞り開口検知穴５４を検知することができる。
【００３６】
　本実施形態では、絞り位置検知穴５５と補助灯絞り開口検知穴５４を識別するために、
補助灯絞り開口検知穴５４を接線方向に、円周方向を長く形成してある。つまり、絞り位
置センサ３３ｂが絞り位置検知穴５５を検知している回転ステップ数よりも補助灯絞り開
口検知穴５４を検知している回転ステップ数の方が多いことで絞り位置検知穴５５と補助
灯絞り開口検知穴５４を識別できるように形成してある。                            
                                           
【００３７】
　より具体的には、初期位置センサ３３ａ、絞り位置センサ３３ｂと絞り開口５１ａ乃至
５１ｋとは、いずれかの絞り開口５１ａ乃至５１ｋの中心が光源光路２３ａの中心（光軸
）と一致する位置において初期位置センサ３３ａ、絞り位置センサ３３ｂがＯＮし、この
ＯＮ状態から回転絞り板５０がいずれかの方向に１ステップ回転するとＯＦＦするように
形成してある。一方、補助灯絞り開口検知穴５４は、周方向長を４０ステップ回転分であ
って、回転絞り板５０が連続する３９ステップ停止位置において初期位置センサ３３ａ、
絞り位置センサ３３ｂがＯＮ状態を維持するように形成してある。つまり、回転絞り板５
０をいずれか同一方向に連続的に２ステップ以上回転させたときに初期位置センサ３３ａ
または絞り位置センサ３３ｂのＯＮが継続している場合は補助灯絞り開口検知穴５４を検
知している状態であって、ＯＮして２０ステップ目に絞り開口５１ｃまたは補助灯絞り開
口５３の中心が光源光路２３ａの中心と一致する。
【００３８】
　なお、第１、第２検知部としての補助灯絞り開口検知穴５４、絞り位置検知穴５５およ
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び第１、第２センサとしての初期値を形成したが、穴に限定されず、第１、第２センサと
してフォトインタラプタタイプの初期位置センサ３３ａ、絞り位置センサ３３ｂラプタを
使用したが、これらの組み合わせに限定されず、第１、第２センサとしてフォトレフレク
タタイプのセンサをしようしてもよく、この場合は第１、第２検知部として対応する位置
に反射率の異なる部材を設けまたは表面加工を施してもよい。
【００３９】
　この実施形態において、第１絞り開口５１ａ乃至第１１絞り開口５１ｋは、開口領域に
所定間隔で形成された多数の小孔５２を有し、照明光がこれらの小孔５２を透過し、また
小孔５２を規制する円板５０ａの表面で遮光されるように形成されている。各絞り開口５
１ａ乃至５１ｋの開口率を異ならせる構成の一実施例では、小孔５２の密度（間隔）を異
ならせている。他の実施例では、密度（間隔）は一定で直径を異ならせている。さらに他
の実施例では、密度（間隔）および直径の両方を異ならせている。小孔の形状は任意であ
り、各絞り開口に異なる形状の小孔を混在形成してもよく、異なる形状の小孔の絞り開口
を形成してもよい。また小孔の形状は円形に限られず、多角形その他の形状でもよい。
【００４０】
　この回転絞り板５０は、絞り板駆動モータ２２によってステップ回転駆動される。絞り
板駆動モータ２２はステッピングモータが好ましく、この実施形態では、回転絞り板５０
をステップ角０．５度単位で回転駆動するステッピングモータを使用してある。つまり絞
り板駆動モータ２２が６０ステップ分回転すると、回転絞り板５０が回転角３０度、絞り
開口５１ａ乃至５１ｋおよび補助灯絞り開口５３の配置ピッチ１個分回転する。
【００４１】
　初期位置センサ３３ａおよび絞り位置センサ３３ｂと補助灯絞り開口検知穴５４および
各絞り位置検知穴５５とは、次の関係となるように形成され、配置されている。初期位置
センサ３３ａ、絞り位置センサ３３ｂの検知光路を絞り位置検知穴５５が通過するときは
、回転絞り板５０が同一方向に１ステップ分回転する間だけ初期位置センサ３３ａ、絞り
位置センサ３３ｂがＯＮを継続するように形成されている。一方、補助灯絞り開口検知穴
５４が初期位置センサ３３ａ、絞り位置センサ３３ｂの検知光路を通過するときは、ＯＮ
を４０ステップの間継続する（ＯＮしたときを１ステップとすると４１ステップ目にＯＦ
Ｆする）。さらに、いずれかの絞り位置検知穴５５が初期位置センサ３３ａおよび絞り位
置センサ３３ｂの検知光路を通過するときは、初期位置センサ３３ａおよび絞り位置セン
サ３３ｂが同時にＯＮし、同時にＯＦＦする。補助灯絞り開口検知穴５４が初期位置セン
サ３３ａまたは絞り位置センサ３３ｂの検知光路を通過するときは、初期位置センサ３３
ａまたは絞り位置センサ３３ｂの一方がＯＮし、そのＯＮを複数ステップ継続している間
、他方はＯＦＦのままである。
【００４２】
　このプロセッサ１０には、主ランプ光源２３のランプ３５が寿命等の何らかの理由で消
えたときに動作する補助灯４４（図５）が設けられている。制御回路４１は、ランプ３５
が消灯したことを検知すると、補助灯移動機構４５（図５）を作動させて補助灯４４を光
源光路２３ａ内に進出させるとともに点灯させる。その際制御回路４１は、回転絞り板５
０を、補助灯絞り開口５３が光源光路２３ａ内に進出した状態で停止させる。なお、補助
灯４４としては、例えば高輝度ＬＥＤが使用される。
【００４３】
　次に、この電子内視鏡装置の動作について、図１０および図１２に示したフローチャー
トを参照して説明する。この処理は、制御回路４１の動作であって、制御回路４１は、メ
インスイッチ１５がオンされるとこのパワーオン処理に入る。
【００４４】
　パワーオン処理に入ると、まず、回転絞り板５０が図６乃至図９における時計方向にス
テップ回転するように絞り板駆動モータ２２を時計方向にステップ駆動する（ステップ（
以下「Ｓ」と略す）１１）。
【００４５】
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　次に、初期位置センサ３３ａがオンしているかどうかをチェックし（Ｓ１３）、オンし
ていなければ（Ｓ１３；ＮＯ）、Ｓ１１に戻って絞り板駆動モータ２２を時計方向に１ス
テップ駆動させる（Ｓ１３）。初期位置センサ３３ａがオンしていれば（Ｓ１３；ＹＥＳ
）、第１の所定数である５ステップ分回転駆動させている間連続して初期位置センサ３３
ａがＯＮしていたかどうかをチェックする（Ｓ１５）。５ステップ分回転駆動する間連続
ＯＮしていなければ（Ｓ１５；ＮＯ）、Ｓ１１に戻ってＳ１１乃至Ｓ１５の処理を繰り返
す。５ステップ分回転駆動させている間連続ＯＮしているとき（Ｓ１５；ＹＥＳ）は、図
８に示したように、補助灯絞り開口検知穴５４が初期位置センサ３３ａを通過していると
きである。
【００４６】
　５ステップ連続ＯＮしたと判定したとき（Ｓ１５；ＹＥＳ）は、絞り板駆動モータ２２
を時計方向にさらに、第２の所定数である１５ステップ回転駆動させる（Ｓ１７）。そう
して、絞り位置センサ３３ｂがＯＮしているどうかをチェックする（Ｓ１９）。ここで、
絞り位置センサ３３ｂがＯＮしていなければ（Ｓ１９；ＮＯ）、絞り板駆動モータ２２を
停止させ（Ｓ２１）、エラー表示、例えば「絞り故障」である旨をスコープ情報表示部２
０またはモニタテレビ４３に表示して（Ｓ２３）、終了する。初期位置センサ３３ａが補
助灯絞り開口検知穴５４のエッジを検知してから回転絞り板５０が２０ステップ分（ＯＮ
したときを１ステップとして２０ステップ）回転すると、図９に示したように、絞り位置
センサ３３ｂが絞り位置検知穴５５を検知（ＯＮ）するように形成されているので、絞り
位置センサ３３ｂがＯＮしていない場合は、回転絞り板５０がずれていると推定されるか
らである。なお、この実施形態では絞り位置センサ３３ｂがＯＮしていない場合はエラー
表示を出して処理を終了する構成としたが、Ｓ１１に戻って初期化処理を複数回繰り返し
、複数回繰り返しても絞り位置センサ３３ｂがＯＮしなかった場合（Ｓ１９；ＮＯ）にエ
ラー表示を出して処理を終了する構成としてもよい。
【００４７】
　絞り位置センサ３３ｂがＯＮしていた場合（Ｓ１９；ＹＥＳ、図９参照）は、絞り板駆
動モータ２２を停止させる（Ｓ２５）。そうして、ランプスイッチ１６がＯＮ操作される
のを待つ（Ｓ２７；ＮＯ、Ｓ２７）。
【００４８】
　ランプスイッチ１６がＯＮ操作された場合（Ｓ２７；ＹＥＳ）は、ランプ３５を点灯さ
せて（Ｓ２９）、ランプスイッチ１６がＯＮ操作されたかどうかチェックする（Ｓ３１）
。ランプスイッチ１６がＯＮ操作された場合（Ｓ３１；ＹＥＳ）は、ランプ３５を消灯さ
せ（Ｓ３３）、Ｓ２７に戻る。なお、この実施形態のランプスイッチ１６はモーメンタリ
スイッチであって、制御回路４１は、ランプ３５が点灯していない状態でＯＮ操作される
と点灯させ、ランプ３５が点灯している状態でＯＮ操作されると消灯させる構成である。
【００４９】
　ランプスイッチ１６がＯＮ操作されていなかった場合（Ｓ３１；ＮＯ）は、明るさ調整
スイッチ１９がＯＮしているかどうかをチェックし（Ｓ３５）、明るさ調整スイッチ１９
がＯＦＦならば（Ｓ３５；ＮＯ）、ステップ３１に戻る。明るさ調整スイッチ１９がＯＮ
操作されていれば（Ｓ３５；ＹＥＳ）、明るさアップか否かをチェックする（Ｓ３７）。
【００５０】
「明るさアップの場合」
　明るさアップの場合（Ｓ３７；ＹＥＳ）は、絞り板駆動モータ２２を時計方向にステッ
プ駆動させ（Ｓ３９）、初期位置センサ３３ａがＯＮしているかどうかをチェックする（
Ｓ４１）。ＯＮしていない場合（Ｓ４１；ＮＯ）は、Ｓ３９に戻る。つまり、いずれかの
絞り開口が光源光路２３ａ内に位置するときは初期位置センサ３３ａがＯＮするので、初
期位置センサ３３ａがＯＮするまで回転絞り板５０の回転を継続する。
【００５１】
　初期位置センサ３３ａがＯＮした場合（Ｓ４１；ＹＥＳ）は、絞り位置センサ３３ｂが
ＯＮしているかどうかチェックする（Ｓ４３）。絞り位置センサ３３ｂがＯＮしていない
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場合はＳ３９に戻る（Ｓ４３；ＮＯ、Ｓ３９）。いずれかの絞り開口が光源光路２３ａ内
に位置するときは、初期位置センサ３３ａおよび絞り位置センサ３３ｂの両方が同時にＯ
Ｎするので、絞り位置センサ３３ｂがＯＮするまで回転絞り板５０の回転を継続する。
【００５２】
　絞り位置センサ３３ｂがＯＮしている場合は、絞り位置センサ３３ｂが連続してＯＮし
ているかどうかをチェックし（Ｓ４３；ＹＥＳ、Ｓ４５）、連続してＯＮしていない場合
は、絞り板駆動モータ２２を停止させてＳ３１に戻る（Ｓ４５；ＮＯ、Ｓ４７、Ｓ３１）
。初期位置センサ３３ａがＯＮし、かつ絞り位置センサ３３ｂが連続せずにＯＮするのは
、第１乃至第１２絞り開口５１ａ乃至５１ｋのいずれかが光源光路２３ａ内に進出した状
態であるから、第１乃至第１１絞り開口５１ｂ乃至５１ｊのいずれかが光源光路２３ａ内
に位置する。
【００５３】
　一方、絞り位置センサ３３ｂが連続してＯＮしている場合はＳ３９に戻る（Ｓ４５；Ｙ
ＥＳ、Ｓ３９）。絞り位置センサ３３ｂが連続してＯＮするのは、補助灯絞り開口検知穴
５４が絞り位置センサ３３ｂの検知光路を通過しているとき、すなわち、補助灯絞り開口
５３が光源光路２３ａ内に進出しているときである。したがって、補助灯絞り開口５３が
光源光路２３ａ内で停止することが無い。
【００５４】
　「明るさダウンの場合」
　明るさアップでは無い場合（Ｓ３７；ＮＯ）は、絞り板駆動モータ２２を反時計方向に
ステップ駆動させ（Ｓ４９）、初期位置センサ３３ａがＯＮしているかどうかをチェック
する（Ｓ５１）。ＯＮしていない場合（Ｓ５１；ＮＯ）は、Ｓ４９に戻る。つまり、いず
れかの絞り開口が光源光路２３ａ内に位置するときは初期位置センサ３３ａがＯＮするの
で、初期位置センサ３３ａがＯＮするまで回転絞り板５０の回転を継続する。
【００５５】
　初期位置センサ３３ａがＯＮした場合（Ｓ５１；ＹＥＳ）は、絞り位置センサ３３ｂが
ＯＮしているかどうかチェックする（Ｓ５３）。絞り位置センサ３３ｂがＯＮしていない
場合はＳ４９に戻る（Ｓ５３；ＮＯ、Ｓ５９）。いずれかの絞り開口が光源光路２３ａ内
に位置するときは、初期位置センサ３３ａおよび絞り位置センサ３３ｂの両方が同時にＯ
Ｎするので、初期位置センサ３３ａおよび絞り位置センサ３３ｂがＯＮするまで回転絞り
板５０の回転を継続する。
【００５６】
　絞り位置センサ３３ｂがＯＮしている場合（Ｓ５３；ＹＥＳ）は、絞り位置センサ３３
ｂが連続してＯＮしているかどうかをチェックする（Ｓ５５）。絞り位置センサ３３ｂが
連続してＯＮしていない場合は、絞り板駆動モータ２２を停止させてＳ３１に戻る（Ｓ５
５；ＮＯ、Ｓ５７、Ｓ３１）。初期位置センサ３３ａがＯＮし、かつ絞り位置センサ３３
ｂが連続せずにＯＮするのは、第１乃至第１２絞り開口５１ａ乃至５１ｋのいずれかが光
源光路２３ａ内に進出した状態であるから、この場合は第２乃至第１２絞り開口５１ｂ乃
至５１ｋのいずれかが光源光路２３ａ内に位置する。
【００５７】
　一方、絞り位置センサ３３ｂが連続してＯＮしている場合はＳ３９に戻る（Ｓ４５；Ｙ
ＥＳ、Ｓ３９）。絞り位置センサ３３ｂが連続してＯＮするのは、補助灯絞り開口検知穴
５４が絞り位置センサ３３ｂの検知光路を通過しているとき、すなわち、補助灯絞り開口
５３が光源光路２３ａ内に進出しているときである。したがって、補助灯絞り開口５３が
光源光路２３ａ内で停止することが無い。
【図面の簡単な説明】
【００５８】
【図１】本発明の内視鏡用光源装置を適用したプロセッサの実施形態の概観を示す正面図
である。
【図２】図１の切断線II-IIに沿って切断して主要部をブロックで示す上面図である。
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【図３】同プロセッサの実施形態の主要回路をブロックで示す図である。
【図４】同プロセッサに接続可能な電子スコープの主要部の概要を示す図である。
【図５】同プロセッサの光源装置付近の様子を説明する図である。
【図６】同光源装置の絞りの実施形態である回転絞り板の正面図である。
【図７】同実施形態における回転絞り板と光源光路、初期位置センサおよび絞り位置セン
サの位置関係を説明する図である。
【図８】同回転絞り板と光源光路、初期位置センサおよび絞り位置センサの位置関係を説
明する図である。
【図９】同回転絞り板と光源光路、初期位置センサおよび絞り位置センサの位置関係を説
明する図である。
【図１０】同プロセッサの照明に関する制御動作をフローチャートで示す図である。
【図１１】同プロセッサの照明に関する制御動作をフローチャートで示す図である。
【符号の説明】
【００５９】
１０　プロセッサ
１１　スコープ差し込み口
１２　スコープロックレバー
１３　ライトガイド差し込み口
１５　メインスイッチ
１６　ランプスイッチ
１９　明るさ調整スイッチ
２１　メモリーカードスロット
２２　絞り板駆動モータ
２３　主ランプ光源
２４　ランプ電源
３１　スコープインターフェース
３２　スコープロックスイッチ
３３ａ　初期位置センサ（第１センサ）
３３ｂ　絞り位置センサ（第２センサ）
３５　ランプ
３８　システム電源
４１　制御回路（制御手段）
４２　メモリーカード
４３　モニタテレビ
５０　回転絞り板
５１ａ　５１ｂ　５１ｃ　５１ｄ　５１ｅ　５１ｆ　５１ｇ　５１ｈ　５１ｉ　５１ｊ　
５１ｋ　絞り開口（開口率の異なる複数の絞り開口）
５３　補助灯絞り開口
５４　補助灯絞り開口検知穴（第１検知部）
５５　絞り位置検知穴（第２検知部）
１１３　ライトガイド
１１３ａ　入射端面
１１４　ライトガイドスリーブ



(12) JP 4895675 B2 2012.3.14

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】



(13) JP 4895675 B2 2012.3.14

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】



(14) JP 4895675 B2 2012.3.14

フロントページの続き

(56)参考文献  特開平０１－２５７９１０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００２－１５３４２２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０８－２１１３０８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０４－１７９９１１（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ６１Ｂ　　　１／００　　　　



专利名称(译) 内视镜用光源装置

公开(公告)号 JP4895675B2 公开(公告)日 2012-03-14

申请号 JP2006133686 申请日 2006-05-12

[标]申请(专利权)人(译) 旭光学工业株式会社

申请(专利权)人(译) 宾得株式会社

当前申请(专利权)人(译) HOYA株式会社

[标]发明人 根岸清

发明人 根岸 清

IPC分类号 A61B1/06 G02B23/26

FI分类号 A61B1/06.B G02B23/26.B A61B1/06.510 A61B1/07.731

F-TERM分类号 2H040/BA11 2H040/CA10 4C061/GG01 4C061/QQ07 4C061/QQ09 4C061/RR02 4C061/RR12 4C061
/RR15 4C061/RR18 4C061/RR24 4C161/GG01 4C161/QQ07 4C161/QQ09 4C161/RR02 4C161/RR12 
4C161/RR15 4C161/RR18 4C161/RR24

代理人(译) 三浦邦夫

审查员(译) 棕熊正和

其他公开文献 JP2007301210A

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：为内窥镜提供光源单元，以防止在正常使用期间辅助光
膜开口设置在打开状态。 ŽSOLUTION：用于内窥镜的光源单元通过具
有多个不同数值孔径的光阑开口51a-51k的旋转光阑板50控制从主光源或
辅助光进入光导的光量。辅助光光阑开口53.旋转光阑板50具有辅助光光
阑开口检测孔54，用于检测主光源的光路23a内的辅助光光阑开口53的
存在，以及光阑位置检测孔55。检测主光源的光路23a内多个光阑开口
51a-51k之一的存在。在正常使用期间检测辅助光光圈开口检测孔54的同
时，旋转光圈50不会停止。 Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/d67c21c4-be91-4451-a57d-b41c98077e4c
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/038835664/publication/JP4895675B2?q=JP4895675B2

